




要約:ハイリスク新生児を対象に通信情報ネットワークによる共有データベースの構築を

目指し、担当医療機関と居住地の母子保健サービス(保健所または市町村)との連携したフ

ォローアップ体制のあり方を考えるべく検討を行った。1) 1500g 未満児のデータベース

作成と共に、今後の母子保健法の改正予定に伴い、ハイリスク児の N1CU 退院後のフォロ

ーアップ体制の強化に必要な地域保健所保健婦等との連絡方法の現況について、N1CU を

もつ名古屋市立大学関連病院施設につき調査検討した。現状ではシステム化はされておら

ず、必要に応じて報告がなされていた。中でも「未熱児等退院届・母子連絡票」は保険診

療が適応され、訪問指導資料としても有用な方法と考えられた。2)地域ネットワークをよ

り強化して行く必要があるものの、これらハイリスク児を抱える親に対して総合周産期医

療センターの果たすぺきサービス、NICU 入院当初からの多方面からの母への精神的支え

などの役割について十分な検討が望まれる。


